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後志地区内 平成23年 12月の

経 済 動 向 （ 月 例 調 査 ）

北 海 信 用 金 庫

概 況

12月中の後志管内は、商業は歳末大売出し等のイベントが例年どおり行われ、

昨年に引き続きプレミアム商品券を販売した町村が多く、売れ行きも好調で、

結果として商業の売上アップに大きく寄与している。漁業は水揚量は減少する

も、水揚金額は増加となっている。水産加工は年末の数の子商戦は円高等の影

響を受け、身欠ニシンは主要販売地域である東北地方の震災の影響は根強く、

それぞれ厳しい状況で推移した。観光面ではスキー場は12月は降雪が多く活況

となっている。外国人の滞在者も多くなってきている。公共工事の受注状況は

総体て対前年比、件数で△47件、金額で△ 799百万円となっている。

１．地方公共団体（歳入・歳出）

管内（19カ町村）の12月中歳入・歳出状況は、歳入が地方交付税・国保・老

保・町村民税等で82億円。歳出は一般・国保・老保、工事代金の支払等があり

98億円と、歳出が歳入を16億円上回った。

平成23年12月 前 月 比 前 年 同 月 比

歳 入 ８２億円 ２５億円減 ４億円増

歳 出 ９８億円 ３７億円増 １億円増
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２．商 業

平成23年11月の北海道大型小売店販売動向（速報）は以下のとおりである。

大型小売店販売額前年同月比（増減率） （単位：％）

販 売 額 計

衣 料 品 身の回り品 飲 食 料 品 そ の 他

大 型 小 売 店 計 １．６ ４．４ ６．３ １．１ ▲ ０．１
（ 0．9） （ 4．4） （ 6．3） （ 0．5） （▲ 1．6）

百貨店 ▲ ０．５ ０．１ ５．２ ▲ １．５ ▲ ３．４
（▲ 0．5） （ 0．1） （ 5．2） （▲ 1．5） （▲ 3．4）

ス ー パ ー ２．２ １０．８ ８．３ １．５ ０．９
（ 1．3） （ 10．8） （ 8．3） （ 0．8） （▲ 1．1）

（注）（ ）は既存店。▲はマイナスを示す。 （北海道経済産業局、1/ 速報より）

３．農 業

平成22年産 水稲10ａ当たり収量

順位 市 町 村 名 地 域 10ａ当たり収量（髴）

１ 東 神 楽 町 上 川 ５７８

２ 美 瑛 町 上 川 ５７１

３ 富 良 野 市 上 川 ５５８

４ 上富良野市 上 川 ５５７

４ 下 川 町 上 川 ５５７

８ 蘭 越 町 後 志 ５５４

11 倶 知 安 町 後 志 ５５０

13 黒 松 内 町 後 志 ５４８

24 ニ セ コ 町 後 志 ５３４

45 共 和 町 後 志 ５２０

45 真 狩 村 後 志 ５２０

52 仁 木 町 後 志 ５１６

59 余 市 町 後 志 ５１２

62 赤 井 川 村 後 志 ５１１

－２－



４．漁 業

12月中の管内（余市・古平・積丹・岩内・寿都）は総水揚量が 1，240ｔ（前

年同月比△26．1％）で、金額では 367百万円（前年同月比＋13．6％）と、水揚

量は減少するも、金額は増加した。

魚種別でみると、対前年比、タラが＋67百万円、カレイ・ヒラメが＋５百万円、

タコが＋４百万円、スケトウが△22百万円、ホッケが△20百万円となっている。

平成22年と平成23年の１年間の比較をすると水揚量で△ 2，500ｔ、水揚金額で

＋ 574百万円となり、対前年比、水揚量は減少するも、金額では増加となって

いる。主要魚種であるイカ・エビ・タコの合計で＋ 425百万円となっている。

［余市・古平・積丹・岩内・寿都］

12月主要水揚げ 前 年 同 月

魚種 水揚量 （t） 金 額 （百万円） 水揚量 （t） 金 額 （百万円）

カ レ イ 類 １５６ ６６ １０７ ６１

タ コ ４１ １７ ４６ １３

タ ラ １６１ ９３ ３８ ２６

ホッケ １７５ １７ ６４９ ３７

ア ン コ ウ ６ ５ ４ ５

エ ビ ２ ３ ２ ３

イ カ ４７４ １１０ ３４８ １０８

ス ケ ト ウ １１０ １６ ３９６ ３８

ホタテ １ １ ７ ２

その他 １１４ ３９ ８１ ３０

計 １，２４０ ３６７ １，６７８ ３２３
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５．水産加工

12月の水産加工は、数の子商戦はカナダ方面のニシンの豊漁と円高の影響等

もあり、中国で加工されたものが日本国内に比較的安い価格で出回ったため、

管内業者の数の子販売に相当影響した模様。加えてギフトの販売量も減少して

おり、全体的には販売量の低下、利益の低下となっている。

身欠ニシンについては、主要販売地域である東北地方で震災の影響が色濃く出

ており、特に福島県は販売は大きく減少している。ソフト乾は堅調な売れ行き

であるが、本乾はやや減少気味となっている。飯寿し（ホッケ・ニシン・鮭）

は例年並みの売れ行きとなった。タラコの販売は対前年比、低調。

余市管内の水産加工における外国人研修生は50～60人で推移しており、大きな

変動はない。１月10日頃より積丹半島沿岸のニシン漁が始まったが、現在のと

ころはほとんど漁獲されていない状況である。

６．土木・建築（公共工事受注状況）

12月中管内19カ町村のＪＶを含む公共工事受注状況は、対前年比、国関係は

件数で△５件、金額で△ 208百万円、道関係は件数で△25件、金額で△ 480百

万円、町村関係は件数で△17件、金額で△ 111百万円となっており、総体では

件数で△47件、金額で△ 799百万円となっている。

主な受注は国関係は尻別川改修工事の内三和地区堤脚保護工事（24百万円） 。道関

係は美谷漁港交付金工事（39百万円） 、然別余市線交付金工事（33百万円） 、泊村16急

傾斜地工事（18百万円） 、美国小学校裏災害関連救急治山工事（16百万円） 、うしお裏

小規模治山工事（14百万円） 。町村関係は倶知安町排雪業務委託（60百万円） となって

いる。

平成23年12月中受注実績 前 年 同 月

国 関係 １件 ２４ 百万円 ６件 ２３２ 百万円

道 関係 １６件 １９７ 百万円 ４１件 ６７７ 百万円

町村関係 ８件 ７３ 百万円 ２５件 １８４ 百万円

合 計 ２５件 ２９４ 百万円 ７２件 １，０９３ 百万円

建設新聞による
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７．預 金

12月の管内当金庫の預金動向は、年金受入・建設業工事代金・売上代金・売

掛金回収が主なものであった。

支払いは、地公体払戻・借入金決済・買掛金支払等であった。

平成23年 12月中 前 月 比 前 年 同 月 比

受 入 額 ７９２億円 １５３億円増 ５５億円減

支 払 額 ７８９億円 １７６億円増 ３９億円減

〈参考〉 手形交換実績（岩内、倶知安、余市）

平 成 2 3 年 1 2 月 前 年 同 月

８５４枚 ２，５８５ 百万円 ８８４枚 ２，２８９ 百万円

不渡り ０枚 ０ 百万円 不渡り ０枚 ０ 百万円

８．貸 出 金

12月の主要資金需要動向で、運転資金は支手決済・買掛金支払・商品仕入等

となっている。

設備では主だったものがなく、個人ローンでは住宅ローン・自動車ローンが主

なるものであった。

事業性及び個人への貸出金は、前年同月比で件数で 132件の減少、金額では６

億円の減少となった。

平成23年12月中実績 前 月 比 前年同月比

件 数 ７０５件 ９０件増 １３２件減

金 額 ５８億円 ２０億円増 ６億円減

以 上
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